
大木章・中建介・前田滋

（受理平成３年５月31日）
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AirpollutioninKagoshimacityfroｍＡｐｒｉｌｌ９９０ｔｏＭａｒｃｈｌ９９１ｗａｓｉｎｖｅｓｔigatedwithparticular

emphasisonthefallingdusts(volcanicashfall)fromMt・Sukurajima・

ThefallingdustswerecollectedmonthlytogetherwithrainwaterateightlocationsinKagoshima

city・Afterthesampleshadbeenfiltered，theresiduewasdriedandweighed，andthefiltratewas

analyzedforSO42－，Ｃ1-,andwater-solublematteraswellasｆｏｒｐＨ・

TheaveragemonthlyfallingdustsateightlocationsinKagoshimaCityｗａｓ２１６ｔｏｎ。ｋｍ－２a

month，whichwasconsiderablyhigherthanthatobｓｅｒｖｅｄｉｎｔｈｅｌａｓｔｆｉｓｃａｌｙｅａｒｂｙｌＯＯｔｏｎ。ｋｍ－2．

ThefallingweightofSO42－ａｎｄＣｌ－，andwater-solublematter，aswellasthefrequencyofacidic

rainweregenerallylowerthanthoseforthelastfiscalyear・

NO2airpollutionwasmeasuredbyusｅｏｆｔｈｅ“Filter-badgemethod"・ThehighestvalueofNO2

concentrationwasobservedatKagoshimaCityHall，which，however，metthevalueestablishedasthe

environmentalsafetystandard．

１．緒論

著者らは，昭和53年度より，鹿児島市および桜島地

区の降下ぱいじん量・降下ぱいじん成分および大気中

の二酸化イオウ濃度などを，桜島の火山・噴煙活動に

よる大気汚染という観点から調査してきた。昭和62年

度より降下ぱいじん量の観測地点を鹿児島市内のみに

しぼり，主として工場や自動車の排ガスに起因すると

考えられる二酸化窒素汚染の調査も加えて，鹿児島市

内（桜島地区を除く）の大気汚染という観点から調査

を行っている1-3)。本論文では，平成２年度の調査結

果を報告する。

２．実験方法

:｛ニテー
△桜島屑

鹿児島市の大気汚染調査（第４報）

平成２年度調査報告

図１測定地点

吉野中学校

花野小学校

鹿児島市役所

西陵中学校
２．１調査方法の概要

図１に示す鹿児島市に８ヶ所の測定地点を設定し，

英国規格のデポジットゲージ4,5)に準ずる降下ぱいじ
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図２鹿児島市内８地点平均月別降下ぱいじん量

鹿児島大学工学部研究報告第３３号（1991）
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ん捕集器（ロートの直径約30cm，容器の容量２００，ガ

ラス製）を設置して，毎月末に降下ぱいじん・雨水混

合試料を採取した。採取試料をろ過し，ろ液について

降水量（、およびmIn）．ｐＨ・SO42-濃度・Ｃｌー濃

度を測定し，ろ液の蒸発残さ分から降下ぱいじんの可

溶性成分を求めた。これにデポジットゲージへの総捕

集量（湿性および乾性の総降下量）を乗じて各成分の

降下量を算出した。ろ過残さを不溶性成分とし，可溶

性成分との合計を降下ぱいじん量とした6)。

一方，上記８ヶ所の測定地点において，アルカリろ

紙法（フィルターバッジ法）７)によるNO2濃度の測

定を２ヶ月毎（奇数月の月末または偶数月の月初め）

に行った。また，鹿児島市役所および谷山支所の２測

定地点に設置されている窒素酸化物自動測定記録計

（電気化学計器㈱GPH-70）の測定結果とフィルター

バッジ法による結果とを比較した。

２．２降下ぱいじん量測定方法

前報6)に記した方法によった。

２．３降下ぱいじん共存降水中のSO42－・Ｃｌ－定

量法

前報6)に記した方法によった。

２．４大気中のＮＯ２定量法

東洋ろ紙㈱製フィルターバッジNO2を各測定地点

に３個ずつ，地上より1.5～２ｍの位置に設置した。

測定地点No.３鹿児島市役所および測定地点No.７谷

山支所の設置分については，自動計測器の測定プロー

ブの近傍に設置した。２４時間暴露後，NO2を吸収した

アルカリろ紙をバッジケースより取り出して，文献記

載7)の方法でＮＯ２の１日平均濃度を算出し，３個の平

均を測定値とした。

３．実験線果と考察

測定結果を表１～表８に，８測定地点の平均値を表

９に示す。１年間の測定中にはやむを得ぬ事情で欠測

値になった場合もあったが，そのデータを除いて平均

値を求めた。

３．１降下ぱいじん量

図２に，表９より得られた平成２年度の鹿児島市内

８測定地点平均の月別降下ぱいじん量を，平成元年度

のデータとあわせて示す。また，図３～６に測定地点

別の月別降下ぱいじん量を示し，図７に各々の地点の

年平均降下ぱいじん量をまとめた。図８に，鹿児島市

内平均と桜島全島平均の年度別降下ぱいじん量を示

す。大都市における降下ぱいじん量は５tｏｎ・ｋｍ－２．

－－●－－平成２年度

--Ｇ－一平成元年度Ⅱ０

乞
匡
◎
Ｅ
・
闘
・
Ｅ
エ
．
色
ｇ
）
調
ゼ
コ
（
肩
一
」
童
↑

０

０

●
○

０

蕊叫堂
､、

テーー０－－○一Ｃ

４５６７８９１０１１１２１２３Ａｖ

→月

図４鹿児島市役所・西陵中学校における

月別降下ぱいじん量

month-'前後である8)。鹿児島市における降下ぱいじ

ん量は少ない時期でも１０tｏｎ・ｋｍ－２・month一1以上で

あり，そのほとんどが桜島起源の火山灰であると考え

られる。

本年度の鹿児島市内８測定地点の年平均降下ぱいじ
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図３吉野中学校・花野小学校における
月別降下ぱいじん量
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表２花野小学校

表１吉野中学校

NO2濃度は，平成２年５月30日，７月30日，９月27日，１２月３日，平成３年１月31日，３月26日の測定値である。

大木・中：鹿児島市の大気汚染調査（第４報）平成２年度調査報告

月 降水量

ｍ、

ｐＨ 不溶性成分

ton.km-2･month－１

可溶性成分

t0,.km-2.month-１

降下ぱいじん量

ton.km-2・month-１

塩素イオン

ton.km-2・month-１ m９/Ｉ

硫酸イオン

ton.km~2.month-1 m９/Ｉ

二酸化窒素

卯ｂ

４
５
６
７
８
９
lＯ

ｌｌ

ｌ２

１

２

３

４
０
０
３
５
３
７
０
６
０
３
６

●
。
■
●
●
●
●
●
ザ
●
■
●

０
２
６
３
９
１
９
５
０
４
７
４

２
２
３
２
１
１

289

312

510

4７

135

302

279

7１

９

5７

１０７

２１４

１
３
０
６
７
６
７
５
６
９
９
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
５
５
４
５
５
５
５
４
５
６

290

856

457

190

1770

1060

1０２

1８

８

1０３

1８

３２

1１．６

１３．９

１６．７

３．７

１２．８

１５．２

３．６

２．２

１．８

５．３

０．７

７．１

302

870

474

194

1780

1070

1０６

０
０
２
１

1０８

1９

３９

０
６
１
２
４
５
５
２
１
５
１
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

２
０
１
０
２
０
０
０
０
１
１
０

９
１
４
６
７
５
０
１
７
８
９
８

●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
■

６
２
２
３
８
１
２
３
２
２
９
２

１

１
３

０
２
７
１
３
４
６
５
２
２
４
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巳
●

３
１
０
０
４
５
０
０
０
２
０
４

1０．２

４．１

１．６

2.3

32.7

16.8

２．３

8.6

15.7

48.1

３．４

１６．０

２

８
０
３
７
２

●

●

●

●

●

●

３
５
２
４
５
４

年平均 1３．６ 194 5.4 408 7.9 416 0.9 8.2 1.9 1３．５ 4.2

月 降水量

、、

ｐＨ 不溶性成分

ton.km-2・month
－１

可溶性成分

ton.km-2､month
-１

降下ぱいじん量

ton.km-2・month-１

塩素イオン

ton.km-2､month-1 、９/Ｉ

硫酸イオン

t0,.km~2.month-１ ､９/Ｉ

二酸化窒素

卯ｂ

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

１
２
３

19.5

19.8

35.3

０．６

9.0

19.5

22.1

５．３

０．８

４．５

７．７

１５．５

269

273

７
８
４
９
５
３
１
２

８
２
６
０
７
１
６

４

１
２
３

1０９

２１９

２
４
４
５
８
８
８
６
７
２
２
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
５
５
４
５
５
５
５
５
５
５

139

361

119

207

1690

212

2７

５７

６

5０

１０

１９

８
２
６
８
１
７
３
４
７
１
９
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
６
６
３
３
０
３
３
１
４
０
７

１

１
１

151

367

126

211

1700

223

3０

６０

８

5４

１１

２７

５
４
５
２
７
４
３
３
２
８
４
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●

１
Ｏ
Ｏ
０
２
０
０
０
０
０
１
０

５．７

１．７

1.2

23.4

22.2

１．４

１．２

４．３

１１．３

１６．８

１２．８

２．２

７
０
７
３
３
３
１
２
１
８
２
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
１
０
４
２
０
０
０
０
０
１

２
１
９
５
１
０
２
４
６
９
２
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
４
３
７
６
８
０
３
８
５
２
５

１

３
３
１

６
７
６
３
７

●

●

●

●

●

５
２
４
６
５

年平均 1３．３ 184 5.4 242 6.1 248 0.8 8.7 1.3 1１．３ 5.0
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表４西陵中学校

表３鹿児島市役所

鹿児島大学工学部研究報告第３３号（1991）

月 降水量

ｍ、

ｐＨ 不溶性成分

t0,.km~2.month－１

可溶性成分

ton.km~2.month
－１

降下ぱいじん量

ton.km-2・month
-１

塩素イオン

ton.1ｍ-2.month
－１

m９/Ｉ

硫酸イオン

t0,.km~2.month-１ ､９/１

二酸化窒素

卯ｂ

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

１
２
３

17.4

18.3

33.2

５．９

２１．３

１６．７

４．９

０．７

４．２

７．４

１５．２

252

265

481

８５

４
２2４

１
０
１
５
６

７
１
６
０
１
１

２

２
５
５
９
１
８
８
７
５
５
５
４

●
■
●
●
●
●
□
■
●
●
●
●

５
５
６
５
５
５
５
５
５
５
５
５

306

713

540

400

3450

271

139

９
８
５
０
２

４
１
４
２
３

11.6

20.5

12.7

6.1

19.3

25.1

６．４

３．４

２．７

２．１

２．４

５．５

318

７３４

５５３

406

3470

２９６

145

２
１
７
２
８

５
２
４
２
３

６
１
８
３
８
８
９
５
２
５
４
３

巳
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●

１
２
０
０
２
０
０
０
０
０
１
０

５
９
９
９
６
５
９
０
９
８
５
４

口
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
８
１
８
３
２
３
８
４
９
３
１

３
１
１

５
２
３
４
４
０
９
４
３
６
４
１

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

６
８
４
０
２
７
０
０
０
０
６
２

１

１

１

６５．４

３３．９

３２．６

14.0

149.5

２１．１

４．３

６．０

２０．９

１１．７

６１．２

８．６

26.0

27.6

18.0

12.4

15.9

２１．９

年平均 1３．２ 163 5.6 499 9.8 509 1.0 9.5 5.8 35.8 20.3

月 降水量

、、

ｐＨ 不溶性成分

t0,.km-2.mOntb-1

可溶性成分

ton.km~2.month-１

降下ぱいじん量

ton.km-2・month~’

塩素イオン

t0,.km~2.month-１ m９/Ｉ

硫酸イオン

ton.km-2・mOnth-１ Ing/１

二酸化窒素

pＰｂ

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

１
２
３

６
７
８
７
５
１
６
０
６
５
４
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
７
０
０
６
８
０
４
０
４
６
２

１
１
３
１
１
１

248

250

434

１０

９２

255

149

5６

８

6３

９３

１７９

７
８
１
０
５
１
９
０
７
９
０
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
６
６
５
６
５
６
５
５
５
５

6８

177

258

223

682

6８

５０

３９

５

1３

１１

８

２
７
３
７
２
４
０
７
２
６
６
６

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■

８
７
０
２
６
３
５
２
２
２
４
６

１

１

7６

８５１

268

226

688

８１

５５

４２

７

1６

１６

１５

６
８
６
２
９
４
３
４
１
５
６
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

４
３
５
７
９
５
５
３
５
９
０
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
３
１
５
９
１
２
８
１
０
７
０

１
１
１

５
９
１
２
１
０
２
１
３
２
９
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
６
９
０
３
３
０
１
０
０
１
２

１ 54.4

30.4

23.1

4.9

34.4

10.9

1.2

22.7

31.4

4.6

20.6

11.6

９

５

５

１

９

８

●

●

●

●

●

●

８
８
６
５
６
９

年平均 １０．８ 153 5.8 134 6.0 140 ０．６ 6.3 3.5 20.9 7.6



8３

表６中山農協

表５鹿児島大学工学部

大木・中：鹿児島市の大気汚染調査（第４報）平成２年度調査報告

月 降水量

、、

ｐＨ 不溶性成分

ton.km-2､month-１

可溶性成分

ton.k､-2.month-１

降下ぱいじん量

t0,.km~2．month-１

塩素イオン

ton.km-2・month‐１ ､９/Ｉ

硫酸イオン

ton.km-2・month-１ ｍ９/Ｉ

二酸化窒素

卯ｂ

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

１

２

３

20.6

20.6

36.2

10.8

21.6

18.6

５．２

０．９

５．１

８．７

１４．０

298

298

523

156

312

269

7５

１３

７４

２５１

201

７
８
７
７
９
５
６
５
６
８
２
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
５
５
４
５
５
５
５
５
４
５

7６

242

196

582

1420

７８

２７

６１

８

１１

９

１３

４
７
７
０
４
０
９
４
４
１
１
６

●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●

５
９
６
６
３
８
４
４
２
２
３
４

１

8１

252

203

588

1430

８６

３２

６５

１０

１３

１２

１８

５
５
３
６
３
６
７
４
２
４
３
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
２
０

１．８

２．０

０．７

１９．４

１４．９

１．７

２．８

６．４

１１．８

７．６

１８．２

０．８

６
７
１
４
９
７
８
７
５
２
５
０

●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
８
２
０
２
５
０
０
０
０
３
２

１

１

59.1

32.1

25.5

14.0

19.2

17.0

3.3

11.2

29.7

３．２

２．８

８．６

1１．６

１４．０

７．６

１３．５

１５．２

１４．２

年平均 1４．８ 213 5.5 227 6.0 232 0.8 7.3 4.6 1８．８ 1２．７

月 降水量

ｍ、

ＰＨ 不溶性成分

ton.km-2､month－１

可溶性成分

ton.km-2・month-１

降下ぱいじん量

ton.km~2.month-１

塩素イオン

ton.km2･month-１ m９/１

硫酸イオン

ton.km-2､month-１ m９/１

二酸化窒素

卯ｂ

４
５
６
７
８
９
lＯ

ｌｌ

ｌ２

１
２
３

23.0

18.5

36.4

4.4

17.2

20.2

４．９

１．１

４．７

８．３

１１．４

335

269

530

6４

250

294

７１

１６

６８

121

166

７
８
０
７
４
１
９
９
７
２
９
８

●
●
●
●
●
●
●
●
句
●
●
●

５
５
６
５
５
６
５
５
５
６
５
５

1０

４５

７１

３０４

393

１２

５
６
２
４
２
３

７
４
３
８
０
８
８
１
４
１
４
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■

７
４
４
５
５
７
４
２
２
２
１
４

1８

４９

７５

３６４

398

2０

１０

８
４
６
３
７

３
３
２
２
５
２
６
５
２
４
８
１

●
●
●
●
●
Ｄ
●
●
●
①
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
２
５
７
５
９
２
４
９
０
３
３

●
●
■
●
●
●
●
●
①
■
●
●

０
１
０
７
７
０
２
８
８
７
６
０

４
６
７
７
４
２
３
３
１
０
１
４

●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●

■
●

２
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１

１
４
６
８
５
３
２
７
９
４
０
１

●
。
●
●
●
●
●
●
●
ｇ
●
●

７
２
１
１
２
４
１
４
６
０
１
７

２
１

1１．５

１０．５

７．７

６．４

７．５

１０．５

年平均 1３．６ 199 5.8 8２ 4.0 8６ 0.4 4.3 ０．７ 5.9 9.0



8４

表８福平小学校

表７谷山支所

鹿児島大学工学部研究報告第３３号（1991）

月 降水量

ｍ、

PＨ 不溶性成分

ton.1,-2.month-１

可溶性成分

ton.km-2・month-１

降下ぱいじん量

ton.km-2・month-１

塩素イオン

ton.km-2・month-１ ､９/Ｉ

硫酸イオン

t0,.km~2.month－１ mg/Ｉ

二酸化窒素

卯ｂ

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

１
２
３

21.4

20.5

42.5

4.0

10.6

17.2

16.0

５．８

０．９

４．７

７．４

１２．５

309

296

614

5８

153

249

231

別
旧
肥

1０８

１８２

８
０
９
０
１
２
２
１
８
２
２
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
６
５
７
６
６
６
６
５
６
６
５

1１

1１６

139

７４

283

1３

１４

８
４
３
４
２

７
０
３
８
０
９
１
３
４
８
６
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
４
７
６
１
０
６
３
２
２
２
６

２
１
１

2０

140

146

8１

294

2４

２０

１１

６
６
７
８

４
７
３
４
５
２
２
６
２
５
３
１

●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０

２
５
６
２
７
９
５
０
３
５
１
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
０
７
３
０
５
８
０
８
２
０

１

１

０
９
５
５
１
６
０
２
１
０
１
１

●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

１
４
７
０
２
０
０
０
４
２

１ 35.5

18.1

13.5

８．８

１４．１

２．１

０．２

２．２

６．９

0.4

37.8

10.1

1４．０

１２．９

１４．６

９．２

１２．１

１７．８

年平均 1３．６ 197 6.1 5６ 8.0 6４ 0.5 5.1 2.8 1２．５ 1３．４

月 降水量

、、

PＨ 不溶性成分

ton.km-2・month-１

可溶性成分

ton.km~2.month－１

降下ぱいじん量

ton.1,-2.month
-１

塩素イオン

ton.km-2・month－１ mg/Ｉ

硫酸イオン

ton.km-2・month~’ ､g/１

二酸化窒素

pｐｂ

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

１
２
３

23.0

18.4

44.5

１．６

８．１

１３．７

１４．８

６．８

０．９

５．６

９．７

１４．１

332

265

642

2３

117

198

213

9８

１３

８１

141

205

８
８
０
６
２
３
０
８
８
０
４
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

５
５
６
５
６
６
６
５
５
６
６
５

２

４
３
５

６
３
３

156

７
４
２
４
６
３
４

１

０
０
１
２
２
２
０
２
４
４
５
７

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

８
６
４
３
７
０
５
２
２
２
２
５

１

０
０
７
８

１
７
３
３

163

７
９
４
６
８
６
０

２

１

５
３
３
１
３
３
７
７
２
４
２
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

４
２
５
５
９
４
６
９
３
９
８
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
０
４
２
１
３
７
０
６
８
０

１

４
８
３
１
３
５
２
１
１
１
１
５

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

４
１
２
０
０
０
０
０
０
０
０
４

４
６
９
９
３
２
２
９
９
８
０
０

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
７
３
４
２
２
１
０
６
１
１
９

１

１

５

４

７

３
２
６

●

●

●

●

●

●

５

５

４

４

４

７

年平均 1３．４ 194 5.9 2８ 5.0 3２ 0.4 4.2 1.2 5.4 5.3



7.5

8５

1２

表９全地点平均

0.8

！
月

、Ⅱ．

20.4４ 292 5.5 113 1２２ 0.9 3.4 8.9 31.9

Fｉ 1９．５ 5.7 322 333 0.7 2.9 4.2 1６．６ 1１．５

H１ 3６．９ 5.8 227 235 0.5 1.2 6.］ 1３．２

2.0 5.9 268 Z7３ ０．３ １０.］ 0.3 1３．５ 1１．３

８ 8.1 1１６ 5.3 1230 1.6 1４．２ 3.7 37.6

９ 1８．７ 230 5.9 216 229 0.4 1．５ 〕,２ 1０．３ 8.0

1０ 1７．３ 248 5.9 4６ 5１ 0.7 3.0 0.4 1.7

1１ 5.2 7５ 5.8 3３ 0.5 6.8 0.4 7.5

大木・中：鹿児島市の大気汚染調査（第４報）平成２年度調査報告
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図８鹿児島市内平均および桜島全島平均

年度別降下ぱいじん量
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測定i也点Ｎｏ．

測定地点別年平均降下ぱいじん量図７
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図６谷山支所・福平4,学校における

月別降下ぱいじん量
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ん量は，216tｏｎ・ｋｍ－２・month-'であり，昨年度（平

成元年度）の値113tｏｎ・ｋｍ－２・monthー'よりかなり

増加した。特に８月には，1240tｏｎ．ｋｍー２．month-’

の大量降下ぱいじんであった。図８に示すように，

'７９年度から'８１年度の低降灰期，’８２年度から'８４年

度の漸増期をへて，’８５年度にピークとなり，’８６年

度には減少したが，以降本年度にかけてまた漸増期が

続いていることになる。

図７に示すように，測定値点No.３鹿児島市役所に

おいて地点別降下ぱいじん量は509tｏｎ・ｋｍ－２・

month-'であり，昨年度の値209tｏｎ・ｋｍ－２・month-

'より大きく増加した。他の地点でも，すべて昨年度

の値より増加した。

鹿児島市での降灰は測定地点が桜島火口より西方に

位置しているので，火山活動が活発でかつ東寄りの風

が多い時期に限られている。図２に示すように，降下

ぱいじん量が夏期に多く冬期に少ないのは季節風の影

響である。

図９に，鹿児島地方気象台提供のデータよりまとめ

た桜島の月別爆発・噴火回数および火山性地震回数を

示す。（爆発・噴火は，鹿児島地方気象台における定

義で，以下のとおりである。爆発：音・体感空振・噴

石・爆発地震のいずれかがあり，微気圧計に感じるも

の；噴火：鹿児島地方気象台分類の噴煙量３以上のも

の｡）平成２年８月までは桜島の活動は活発であり，

これが８月の大量降灰につながったと考えられる。そ

の後12月までは比較的穏やかであったが，平成３年に

入り再び活発化している。

図１０に，鹿児島県消防防災課提供のデータよりまと

めた桜島全島（高免・園山・黒神・有村・湯之・持

木・桜島口・小池・湯の平・武・藤野・二俣・二俣

上・赤水の14測定値点）における月別平均降下ぱいじ

ん量を示す。これらの測定地点は桜島のほぼすべての

方向に平均して配置されており，図10に示す降下ぱい

じん量の変化は，季節的な変動と言うよりも桜島の活

動そのものを反映していると考えられる。図９に示す

ように，桜島の活動は平成２年８月まで活発であった

が，桜島における降下ぱいじん量も同様に８月まで多

く，それ以降は減少した。桜島全島の年平均降下ぱい

じん量は2,870tｏｎ・ｋｍ－２・month-'であり，昨年度

の値2,560tｏｎ・ｋｍ－２・month-1よりやや高くなった。
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図９桜島火山の月別爆発（●)，噴火（○）回数

および火山性地震の回数（▲）
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図１０桜島14地点平均月別降下ぱいじん量
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３．２可溶性成分・ＳＯ４２－・Ｃｌ－降下量および

ｐＨ

図１１に，８測定地点平均の可溶性成分・SO42-・

cl-の月別平均降下量を示す。これらの成分は，農作

物や金属の腐食に悪影響を及ぼすと考えられる。

可溶性成分の年平均降下量は6.6ton.．kｍ~2．month~’

であり，昨年度の値7.4tｏｎ・ｋｍ－２・month-’よりや

や減少した。本年度は昨年度より降下ぱいじん量はか

なり増加しているので，本年度の降灰は可溶性成分の

割合は比較的低いものであったと結論される。

図11に示すように，SO42ーおよびＣｌ－の月別降下

量の増減は，降下ぱいじん量の増減（図２）とある程

度の正の相関性を示した。降灰中のSO42-・Ｃｌ－成

分の存在原因は，火山灰が火口付近に溜ったガス，同

時噴出する火山ガスおよび大気中の汚染ガスやエアロ

ゾルを吸着するためと考えられる。SO42一およびCl－
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８測定地点平均月別可溶性成分，

SO42-，Ｃｌ２－降下量
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1５

→共存雨水のＰＨ

図１３降下ぱいじん量と共存雨水のｐＨの相関性

Iま降灰，排気ガス以外の理由（地形の影響など）であ

ろう。No.５鹿大工学部において共存雨水が低いｐＨ

を示す理由は，測定容器の設置が応用化学科棟（４階）

屋上のドラフトチャンバー排気筒の近くであり，化学

実験等により発生した酸性排気ガスのためであろう。

３．３大気中のＮＯ２汚染

図,4に，フィルターバッジ法による鹿児島市内８測

定地点の大気中NO2濃度測定値の平均を他年度の場

合とあわせて示す。最もＮＯ２濃度が高いのはNo.３鹿

児島市役所であり，またNo.５鹿児工学部およびNo.７

谷山支所も高い値を示した。これらの測定地点は交通

量の多い幹線道路の近くに位置しており，高いＮＯ２

濃度は自動車排気ガスの影響と考えられる。

最も高いNO2濃度を記録したのは，平成２年７月

30日No.3鹿児島市役所設置の27.6ppbであったが，こ

の値も環境基準（，時間値の’日平均値が４０～
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測定地点Ｎｏ．

図１２胴ﾘ定地点別のｐＨ段階別頻度

の年平均降下量はそれぞれ2.7tｏｎ・ｋｍ－２・month-’

および0.7tｏｎ・ｋｍ－２・month-1であり，昨年度の値

（5.2tｏｎ・ｋｍ－２・month-’および1.6tｏｎ・ｋｍ－２・

month-'）と比較して，ともにかなり減少した。

降下ぱいじん共存雨水中のｐＨについては，４．０未

満の強酸性を示した場合はなかったが，ｐＨ4.0～４．９

のものは，本年度５例（5.2％）であり，昨年度の２２

例（23.2％）よりも大きく減少した。このことは

SO42-,Ｃ１－降下量の減少と関係があると考えられる。

図12に測定地点別のｐＨの段階別頻度を示す。市内

北部の地域（特にNo.1,2）が酸性の共存雨水の場合が

多かった。図13に示すように，降下ぱいじん量の多い

場合共存雨水が低めのｐＨを示す傾向はあったが，降

下ぱいじん量とｐＨはほとんど相関性がない。また，

この地域（No.1,2）が特に交通量が多いということは

なく（図14の測定地点別NO2濃度を参照)，この原因

２３４５６７８Ａｖ

ｉ則定地点Ｎｏ．

図１４測定地点別円平均ＮＯ２濃度
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図１５３測定地点におけるNO2濃度●市役所(No.3）
○谷山支所（No.５）▲花野小学校（No.２）
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桜島降灰については，年平均降下ぱいじん量が

216tｏｎ・ｋｍ－２・month-'であり，昨年度よりかなり

増加した。これは，平成２年前半の桜島活動の活発化

によるものと考えられる。

可溶性成分の降下量は，昨年度よりやや減少し，降

下ぱいじん共存雨水のｐＨも，昨年度に比べて酸性を

示す場合が減少した。

大気中のNO2汚染に関しては，すべての測定値が

環境基準よりかなり低い値であり，現在のところ鹿児

島市内の汚染は比較的少ないと結論される。しかしな

がら，大気中NO2濃度は昭和62年度から増加の傾向

があるので，注意は必要である。

終わりに，調査にご協力いただきまた貴重なデータ

を提供しただいた鹿児島市役所・鹿児島県庁・鹿児島

地方気象台の関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

また，フィルターバッジ法によるNO2濃度測定に関

して，ご指導，ご助言を賜った千葉大学名誉教授鈴木

伸先生に感謝致します。
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図１６フィルターバッジ法と自動計測器によるＮＯ２
濃度測定

フィルターバッジ法：●市役所(No.３)▲谷山支所(No.７）

自動計測器：○市役所(No.３)△谷山支所(No.７）

60ppbまたはそれ以下）は満足していた。Ｎ０．３では平

成２年度の測定値の方が平成元年度のそれより減少し

たが,No.6中山農協およびNo.7谷山支所では増加した。

これらの地域は，最近皇徳寺団地などの新興住宅地が

でき人口が増加しているためと考えられる。

図15に，No.3鹿児島市役所，No.5谷山支所，Ｎｏ．2花

野小学校におけるＮＯ２濃度の日変動を示す。Ｎｏ．３に

おいてはかなり大きな日変動があった。

図16に，No.3鹿児島市役所およびNo.7谷山支所にお

けるフィルターバッジ法および自動計測器による

NO2濃度測定値の比較を示す。フィルターバッジ法は

24時間暴露による測定であり，自動計測器のデータは

ｌ時間毎に測定したものを24時間平均したものであ

り，かなりの誤差があると考えられるが,これらのデー

タはある程度相関していた。


